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　本研究の目的は、高齢者大学の学生が、在学中または卒業後、社会貢献活動を始めるにあたり影響
を受けたと思われる要因を明らかにし、高齢者大学が果たすプロダクティヴ・エイジングの可能性に
ついて考察することである。そのため、高齢者大学の一つである神戸市シルバーカレッジをケースス
タディに選び、同カレッジ卒業生に対して質問紙調査を実施した。その結果、次のことが明らかになっ
た。（1）卒業生が社会貢献活動（ボランティア活動）を始めるにあたり影響を受けた要因は、在学中
のボランティア活動の実践とパフォーマンスのスキルを培うクラブ活動であった。（2）社会貢献活動
（ボランティア活動）は、日々の積極的な行動や友人との交友関係にプラスの影響を与え、シニアの
活動力を生み出していた。これらのことから、高齢者大学を卒業したシニアのプロダクティヴ・エイ
ジングは、高齢者大学における課外活動にその可能性を見出すことができる。
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1．はじめに
1.1. 高齢者の社会参加活動の現状
　2011年に内閣府が行った「高齢者の経済生活
に関する意識調査」によれば、60歳以上の高齢
者の47.1%が１年間の間に何らかの地域活動、
ボランティア活動に参加している。その内容は、
複数回答ではあるが、「自治会・町内会等の活
動」が28.2%、「地域環境美化の活動」が17.3%
であるのに対し、「高齢者介護支援の活動」は
4.8%、「障害者支援の活動」は3.8%、「子育て支
援の活動」は3.6%などであった（１）。このように、
高齢者の社会参加活動は地縁に基づく行事参加
の割合が高く、他者への奉仕活動の割合は低い
という結果が表れており、地域社会において求
められている活動に多くの高齢者が参加してい
ることがうかがえる。
　さて、「社会参加活動」の定義については統
一した見解はないが、芳賀博	（2012）	は、（1）
家庭外での対人活動であること、（2）自主的活
動であること、（3）	集団として行う活動である
こと、以上３点を挙げている（２）。また、「社会
参加活動」に近い概念として、「社会貢献活動」
という用語も用いられる。その定義について、
例えば、京都府条例では、「営利を目的とせず、
不特定かつ多数のものの利益の増進に寄与す
ることを目的とし、自主的に行われる活動（３）」
であると規定する。しかし、これには企業が行
う「社会貢献活動」も含まれるので、本稿では、
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地域住民が行うボランティア活動を意味する用
語として「社会貢献活動（ボランティア活動）」
を用いる。また、総務省は、ボランティア活動
を「報酬を目的としないで自分の労力、技術、
時間を提供して地域社会や個人・団体の福祉増
進のために行う活動（４）」と解説していること
から、「社会貢献活動」は、「社会参加活動」の
概念に含まれるボランタリーな活動と解するこ
とができる。なお、本稿では、高齢者を表す用
語として「シニア」を用いる。
1.2. プロダクティヴ・エイジングの概念
　プロダクティヴ・エイジング	（productive	
aging）	 は、1980年代、アメリカのR.	Butlerが
提唱した概念である。Butler	（1985）	は、「多く
の人が老いのコストや依存性といったことに関
心を示すが、私たちは、より積極的な見地から
老いを見つめ、社会において高齢者が持つプロ
ダクティヴな能力の活用を強調したい（５）」と
述べ、プロダクティヴ・エイジングの考え方
を提唱した。その背景にあるのは、老化をネ
ガティヴに見るエイジズムに対する反論であ
り、Butler		（2008）	は、加齢	（aging）	と生産性	
（productivity）	とは必ずしも矛盾するものでは
なく、高齢者は、固定観念や偏見、差別によっ
て阻害されていると述べ（６）、高齢者の社会参
加をポジティヴにとらえようとした。
　このプロダクティヴ・エイジングの定義に
ついてはさまざまな意見があり、Herzog	et	al.	
（1989）	は、「報酬が支払われたか否かにかかわ
らず、家事、育児、ボランティア活動、家族や
友人への援助を含むいかなる生産活動や奉仕活
動も、プロダクティヴ・アクティヴィティであ
る（７）」と述べ、プロダクティヴ・アクティヴィ
ティ、そして、プロダクティヴ・エイジングの
概念を広くとらえている。プロダクティヴ・エ
イジングを直訳すれば、「生産的に老いること」
になるが、齊藤ゆか	（2006）	は、その意味する
ところは「生産性を保持した状態で高齢期を生
きること（８）」であると述べており、杉原陽子	
（2010）	も、「プロダクティブ・エイジングの概
念を適切に表す日本語については未だ結論が得
られているわけではない（９）」と述べているこ
とから、本稿でもカタカナ表記の「プロダクティ
ヴ・エイジング」を用いる。
2．この研究で明らかにすること
2.1. 先行研究のレヴュー
2.1.1. 社会参加活動に関する先行研究
　堀薫夫ほか	（2007）	は、老人大学の修了者に
対し社会参加活動に関する調査を行った結果、
修了者が選んだのは、「講座修了者の同窓会」	
（58.1%）	や「講座修了者のクラブ活動」	（49.7%）	
といった老人大学での新たな人間関係を基盤と
する活動であった。堀は、このような講座修了
者同士のグループ活動は必ずしも地域活動に転
化しないことを指摘し、広域を対象とする老人
大学が抱える課題について言及している（10）。
　また、望月七重ほか	（2002）	は、高齢者大学
の学生と高齢者の一般市民とを比較し、「高齢
者大学は、学生のボランティア活動への参加意
欲を高め、かつ、多くのボランティア人材の輩
出に一定の成果を収めている（11）」と評価して
いる。つまり、一般市民である高齢者と高齢者
大学で学ぶ高齢者では、ボランタリーな活動に
対する参加意向に有意な差があることを明らか
にしたもので、高齢者大学における学びが地域
の社会貢献活動に有用であることを示唆する。
　このほか、高齢者大学の学生に関する研究で
はないが、馬欣欣	（2012）	は、中高年齢者の社
会貢献活動の参加動機の形成要因を分析し、社
会貢献活動に参加する動機を「利己型」「利他型」
「利他利己混合型」の三つに類型化したうえで、
「利他型」は社会貢献活動に取り組む割合が大
きい反面、ボランティア活動時間は短く、むし
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ろ、「利他利己混合型」の方が社会貢献活動に
取り組む可能性が高く、ボランティア活動時間
も長い傾向にあると述べている。そして、今後、
高年齢者のボランティア活動への参加を促進す
るためには、利他的・利己的双方の動機を刺激
し、モチベーションをあげる取り組みが重要に
なると指摘している（12）。
2.1.2. プロダクティヴ・エイジングに関する
　　　先行研究
　藤田綾子	（2011a）	は、高齢者大学の卒業生
に対する実態調査から、卒業後10年以上が経過
しても社会参加活動ができる者がいることを指
摘し、社会貢献の生き方がプロダクティヴ・エ
イジングにつながる可能性を示した（13）。そし
て、藤田	（2011b）	は、高齢者大学においてプ
ロダクティヴ・エイジングの志向性を向上させ
る教育に効果があるのは、講義のみの学習では
なく、健康をキーワードに身体を動かしながら
クラスの仲間と学びを共有できる学習であると
述べ（14）、さらに、藤田	（2013）	は、グループ学
習は価値観を共有するインフォーマルなグルー
プ仲間を形成しやすく、プロダクティヴ・エイ
ジングの志向性を高めると述べている（15）。
　また、齊藤	（2006）	は、プロダクティヴ・エ
イジングを可能にする要因として、（1）仕事、
職業スキルを生かした活動、（2）家事、介護、
育児労働スキルを生かした活動、（3）趣味スキ
ルを生かした活動、趣味の延長にある活動、（4）
教養、学習・研究の延長にある活動、（5）ボラ
ンティア・社会的活動体験および学習を生かし
た活動など、10項目を挙げている（16）。そして、
プロダクティヴ・エイジングの可能性を生み出
す重要な方策の一つとして、「プロダクティヴ・
アクティヴィティを誘発し、個々人のモチベー
ションや意欲・意識を高める『教育
4 4
』や『学習
4 4
』
の役割（17）」を挙げ、今後の研究課題は、プロ
ダクティヴ・エイジングの可能性を高める総合
的な学習教材のプログラム開発であり、それを
生涯学習体系の中に位置づけることであると述
べている（18）。
2.2. 研究目的
　2.1.1.で述べた望月ほかの研究は、高齢者大
学における学びが地域の社会貢献活動に有用で
あることを検証しているが、高齢者大学におけ
るどのような学びが社会貢献活動（ボランティ
ア活動）の創出要因であるかについて明らかに
していない。また、2.1.2.で藤田は、グループ
学習はプロダクティヴ・エイジングの志向性を
高めると述べ、高齢者大学における学びの中に
その可能性を見出している。筆者は、これらの
先行研究を踏まえ、神戸市シルバーカレッジを
ケーススタディに、（1）シニアが在学中または
卒業後、社会貢献活動（ボランティア活動）を
始めるにあたり影響を受けたと思われる要因を
探り、（2）高齢者大学におけるシニアのプロダ
クティヴ・エイジングの可能性について検証し
ようと考えた。この二つが研究目的であり、そ
のための予備調査として、神戸市シルバーカ
レッジの卒業生に対して面接調査を行うことに
した。
2.3. 予備調査
　2013年３月、神戸市シルバーカレッジの卒業
生二人に対して面接調査を行い、卒業後の社会
参加活動、社会貢献活動（ボランティア活動）
の実態を聞き取った。その結果、調査対象者は
卒業後４年から５年が経ち、年齢も70歳台前半
であるが、日々、趣味を楽しみ、社会貢献活動（ボ
ランティア活動）を続けていた。なお、予備調
査の対象者は、筆者が神戸市シルバーカレッジ
に在職していた頃に学生であった卒業生の中か
ら任意に選んだ。
　さて、面接調査の結果を個別にみると、2005
年、65歳で神戸市シルバーカレッジに入学した
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A氏（面接時73歳・男性）は、2008年に卒業し、
同年、阪神シニアカレッジに入学、2012年に卒
業している。つまり、県市の高齢者大学で通算
７年間学んでいる。また、A氏は、神戸市シル
バーカレッジの「グループ学習（19）」のテーマ
にペタンク競技（20）による国際交流を選び、ペ
タンク発祥の地、南フランスで高齢者と交流試
合を行ってきた。さらに、同カレッジ在学中か
ら留学生とペタンクによる交流を行い、その活
動は現在も続いている。このほか、趣味の活動
では、文化施設で川柳の講座を受講するかたわ
ら句会に参加し、投句も行っている。
　一方、2006年、65歳で神戸市シルバーカレッ
ジに入学したB氏（面接時72歳・男性）は、
2009年に卒業すると同時にボランティア団体の
役員を３年間務め、面接時は、そのボランティ
ア団体が運営する地域会館の責任者を務めなが
ら、同団体の地区代表として活動している。ま
た、B氏は在学中の「地域交流活動（21）」がきっ
かけで地域の公園清掃を始め、その活動は卒業
から６年が経過した今も続いている。このほか、
趣味の活動では、在学中はカラオケクラブで活
動し、卒業後もOBたちと同好会を作り、カラ
オケを楽しんでいる。
　このように、二人の卒業生に対する面接調査
からは、高齢者大学を卒業した後も生涯学習機
関で学び、趣味を楽しみ、そして、ボランティ
ア活動を続けていることがわかった。
2.4. 研究計画および研究仮説
　2.2.で述べた研究目的を達成するため、神戸
市シルバーカレッジの卒業生に対して質問紙調
査を実施した。調査対象者は、筆者が2012年に
質問紙調査を行ったかつての「国際交流・協力
コース」の学生である。すなわち、今回の調査
は、神戸市シルバーカレッジを卒業したシニア
の１年後の社会参加活動、社会貢献活動（ボラ
ンティア活動）の実態を問う質問紙調査である。
調査に先立ち、前述の予備調査の結果を踏まえ
て質問紙の設問項目を作成するとともに、「高
齢者大学を卒業したシニアの社会貢献活動（ボ
ランティア活動）は、シニアの日々の生活を活
動的にする」という研究仮説を設定した。この
質問紙調査の結果を分析し、研究仮説を検証す
ることで、（1）卒業生が在学中または卒業後、
社会貢献活動（ボランティア活動）を始めるに
あたり影響を受けたと思われる要因を明らかに
し、（2）高齢者大学におけるシニアのプロダク
ティヴ・エイジングの可能性を見出すことがで
きると考えた。
3. 神戸市シルバーカレッジの概要と特徴
3.1. カレッジの概要
　神戸市シルバーカレッジは、1993年９月、神
戸市が設置した高齢者のための生涯学習施設で
ある。約３万㎡の敷地に、延床６千㎡の校舎と
４千㎡の農園を有し、その運営は公益財団法人
こうべ市民福祉振興協会が行っている。開設
コースは、「健康福祉コース」「国際交流・協力
コース」「生活環境コース」「総合芸術コース」
の４コースで、「総合芸術コース」は、「美術・
工芸」「音楽文化」「園芸」「食文化」の４専攻
に分かれる。１学年の入学定員は420名で、入
学資格は市内に住所を有する57歳以上の市民で
ある。そして、修業年限は３年で、授業はおお
むね週２日、年間60日程度である（22）。
　
3.2. 学びと課外活動の特徴
　神戸市シルバーカレッジの特徴として、次の
３点を挙げることができる。
　第一は、「グループ学習」である。１年次、
２年次は主として講義形式の授業が行われる
が、３年次はフィールドワークを取り入れた「グ
ループ学習」が主たる学習となる。その特徴は、
自己決定型学習を前提に、グループメンバーが
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主体的に学習の進め方やフィールドワークの内
容を決め、グループで一つの目標達成をめざす
協調学習を行っていることである。
　第二は、「ボランティアグループ活動」と「ク
ラブ活動」である。2013年９月現在、29のボラ
ンティアグループと46のクラブがあり、授業が
終わった後の放課後、学生は活発な課外活動を
行っている。それを可能にしているのは、神戸
市シルバーカレッジが専用の学習施設を有して
おり、課外活動にそれらの施設を使用できるこ
とである。
　第三は、全学生が居住地域ごとに62のグルー
プに分かれて行う「地域交流活動」である。そ
れは、学生が自主的に行う社会貢献活動（ボラ
ンティア活動）であり、そのきっかけは、開校
10周年目の2003年に行われた「これでよいのか
ディスカッション」の運動である。授業評価、
カリキュラム編成、ボランティア活動の実践な
ど、当時のカレッジが抱える課題やカレッジの
あり方を問う要望が学生から湧きあがり、これ
を受けてカレッジ事務局は学生と真摯に話し合
い、そこから生まれたのが「ボランティア活動
のきっかけづくり」への取り組みであった。そ
れは、2005年度から学習カリキュラムの中で「地
域交流会」として実現し、その後、授業として
の「地域交流授業」と課外活動としての「地
域交流活動」が学習体系の中に位置づけられ
た（23）。なお、この「地域交流活動」は、グルー
プメンバーの３年生が卒業しても新入生が加わ
るので、途切れることなく続いている。
4. 質問紙調査の実施と考察
4.1. 高齢者大学卒業者の社会参加の実態
4.1.1. 質問紙調査の実施
　	2013年６月、神戸市シルバーカレッジ「国
際交流・協力コース」を2012年３月に卒業した
87名に対して「卒業後の社会参加活動に関する
アンケート調査」を実施した。方法は、カレッ
ジ事務局の協力を得て調査対象者に質問紙票を
郵送し、回収は返信用封筒を用いた。その結果、
46名の卒業生から回答を得たが、そこから欠損
値のある回答を除き、有効回答数は45件となっ
た。回答者の性別と年齢構成は、表１に示すと
おりである。
　設問は、基本属性に続き、社会参加活動の実
態を明らかにするため、「生涯学習機関での学
び」「趣味の活動」「社会貢献活動（ボランティ
ア活動）」の３設問を設けた。そして、設問の
選択肢は、いずれも、「はい」「いいえ」の二者
択一とし、「はい」と答えた者に対しては、さ
らに下位設問を設けた。次に、卒業後の生き方
を明らかにするため、「現在の生き方」を問う
８設問を設けた。設問の選択肢は四件法を採用
し、尺度は、「とてもあてはまる」を４、「やや
あてはまる」を３、「あまりあてはまらない」
を２、「全くあてはまらない」を１とした。なお、
今回の分析に使用した統計解析ソフトは、IBM	
SPSS	Statistics	ver.21およびIBM	SPSS	Amos	
ver.20である。
4.1.2. 「生涯学習機関での学び」の実態
　「シルバーカレッジ卒業後、シニアのための
生涯学習機関で学びましたか？または、現在、
学んでいますか？」の設問に対し、26名	（57.8%）	
が「はい」と答えた。つまり、回答者の約６割
表1　性別と年齢構成
（単位：人）
年齢区分 男性 女性 計 %
69歳以下 8 10 18 40.0
70 〜 74歳 16 6 22 48.9
75歳以上 5 0 5 11.1
計 29 16 45 100
平均年齢 71歳 68歳 70歳 —
% 64.4 35.6 — —
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が卒業後も引き続き生涯学習機関で学んでいる
ことがわかった。そして、「はい」と答えた者
に対して下位設問でその学習機関名を記述式で
たずねた結果が表２である。
　内訳をみると、神戸市老眼大学（24）を挙げた
者が26名中17名にものぼり、一つの学習機関に
集中している。これは特異な現象であり、その
背景には、神戸市老眼大学が月２回、市の大
ホールで開講される講義形式の一般教養講座で
あり、卒業生が定期的に集まる機会を提供して
いるという事情がある。	
4.1.3. 「趣味の活動」の実態
　「現在、『趣味の活動』をしていますか？」の
設問に対し、回答者45名中42名	（93.3%）	が「は
い」と答えた。つまり、回答者のほとんどが「趣
味の活動」をしていることがわかった。そして、
「はい」と答えた者に対して下位設問でその趣
味の内容を記述式でたずねたところ、97件の回
答があった。表３は、回答のあった「趣味の活動」
をその態様をもとに七つの類型に分類し、かつ、
その活動を始めた時期を「入学前」「在学中」「卒
業後」の三つの区分に分けたものである。それ
によると、スポーツ（テニス、ゴルフ、太極拳、
ダーツなど）が24.7%、野外活動（山歩き、園芸、
歴史探訪など）が23.7%であり、この二つの「趣
味の活動」を合わせると全体の半数近くになる。
そして、その後に続くのが、ダンス（社交ダンス、
フラダンスなど）13.4%、音楽（合唱、カラオケ、
ハーモニカなど）11.3%である。
　次に、表３で「趣味の活動」を始めた時期
をみると、「入学前」から活動している趣味が
44.3%、「在学中」に始めた趣味が42.3%、「卒業
後」に始めた趣味が13.4%であった。このことは、
回答者の多くが神戸市シルバーカレッジ在学中
に新たな趣味に出会い、活動を始めたことを示
している。在学中に始めた「趣味の活動」の中
　　表 2　卒業後に学んだ生涯学習機関
名　称 人
神戸市老眼大学 17
神戸市老人体育大学 2
兵庫県いなみ野学園大学院 1
阪神シニアカレッジ「国際理解学科」 2
園田学園女子大学
1
　シニア専修コース「国際文化学科」
流通科学大学「生涯学習の会」 1
神戸山手大学公開講座「神戸学」 2
KOBE環境大学 1
カルチャーセンター 3
その他 2
　　　　　　　　　　計 32
（注）合計人数が26名を超えているのは、一人で複数
　　		の学習機関で学んでいるため。
表3　趣味の活動の分類と開始時期
活動を始めた時期　　　　
類　　型 件数 % 入学前 在学中 卒業後
スポーツ（テニス・ゴルフ・太極拳・ダーツなど） 24 24.7 15 8 1
野外活動（山歩き・園芸・歴史探訪など） 23 23.7 8 10 5
ダンス（社交ダンス・フラダンスなど） 13 13.4 4 8 1
音楽（合唱・カラオケ・ハーモニカなど） 11 11.3 4 7 0
日本文化（短歌・俳句・茶道・詩吟など） 9 9.3 3 5 1
その他（囲碁・写真・木彫りなど） 9 9.3 6 2 1
英語・英会話 8 8.3 3 1 4
　　　　　　　　　　　　	計 97 100 43 41 13
　　　　　　　　　　　　	% 44.3 42.3 13.4
（注）合計件数が回答者数を超えているのは、一人で複数の趣味の活動をしているため。
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表4　社会貢献活動（ボランティア活動）の類型と開始時期
活動を始めた時期
類　　型 件数 % 入学前 在学中 卒業後
パフォーマンス交流型
マジック・ハワイアンバンド・大正琴な
どによる施設訪問など
14 29.8 0 10 4
サービス提供型
学習支援・登下校見守り、里山保全、公
園美化、外出介助など
27 57.4 9 10 8
所属団体貢献型
自治会役員、団体の世話役、民生委員な
ど
6 12.8 2 1 3
　　　　　　　　　計 47 100 11 21 15
　　　　　　　　　% 23.4 44.7 31.9
（注）合計件数が回答者数を超えているのは、一人で複数の社会貢献活動（ボランティア活動）をしているため。
で多かったものは、山歩き、歴史探訪、太極拳、
社交ダンス、ダーツなどである。また、対象者
が「国際交流・協力コース」の卒業生であるこ
とから、卒業後も英語や英会話を「趣味の活動」
として続ける者が少なくない。
　なお、質問紙では、主な「趣味の活動」を三
つ以内で記入するよう求めた。その結果、一つ
挙げた者が７人、二つ挙げた者が15人、三つ挙
げた者が20人であった。このことは、四つ以上
の「趣味の活動」をしている者がいる可能性を
示唆するとともに、回答者の多くが複数の「趣
味の活動」で社会参加している実態が明らかに
なった。
4.1.4. 「社会貢献活動（ボランティア活動）」
　　　の実態
　「現在、『社会貢献（ボランティア活動）』を
していますか？」の設問に対し、回答者45名中
29名	（64.4%）	が「はい」と答えた。そして、「は
い」と答えた者に対して下位設問でその内容を
記述式でたずねたところ、47件の回答があった。
表４は、回答のあった活動をその態様をもとに、
「パフォーマンス交流型」「サービス提供型」「所
属団体貢献型」の三つの類型に分類し、かつ、
活動を始めた時期を「入学前」「在学中」「卒業
後」の三つの区分に分けたものである。なお、
ここでいう「パフォーマンス交流型」とは、コー
ラス、ハワイアンバンド、マジックなど、訪問
先の施設等でパフォーマンスを披露し、交流す
る活動をいう。また、「サービス提供型」とは、
小学校での学習支援・登下校の見守り、里山保
全、地域公園の美化、外出時の介助など、人的
サービスを提供する活動をいう。そして、「所
属団体貢献型」とは、自治会の役員、団体世話
役など、所属する地域・団体において必要とさ
れる役割を果たす活動をいう。
　まず、表４で社会貢献活動（ボランティア活
動）を三つの類型別にみると、「パフォーマン
ス交流型」の活動が14件	（29.8%）、「サービス
提供型」の活動が27件	（57.4%）、「所属団体貢
献型」の活動が６件	（12.8%）	であった。次に、
活動を始めた時期をみると、入学前から行っ
ている活動が11件	（23.4%）、在学中に始めた活
動が21件	（44.7%）、卒業後に始めた活動が15件	
（31.9%）	であった。さらに、個別の類型ごとの
開始時期をみると、「パフォーマンス交流型」
の活動は入学前にはなかったが、入学後の在学
中に始めた活動が10件、卒業後に始めた活動が
４件であった。また、「サービス提供型」の活
動については、入学前から行っている活動が９
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件なのに対し、在学中に始めた活動が10件、卒
業後に始めた活動が８件であった。なお、質問
紙では、主な「社会貢献活動（ボランティア活
動）」を三つ以内で記入するよう求めた。その
結果、一つ挙げた者が15人、二つ挙げた者が10
人、三つ挙げた者が４人であった。このことか
ら、四つ以上の「社会貢献活動（ボランティア
活動）」を行う者がいる可能性は否定できない
が、回答者の多くが複数の社会貢献活動（ボラ
ンティア活動）	をしている実態が明らかになった。	
4.1.5. 考察
　質問紙調査の分析結果から、神戸市シルバー
カレッジの卒業生の社会貢献活動（ボランティ
ア活動）について、次の３点が明らかになった。
第一は、回答者の64.4%が社会貢献活動（ボラ
ンティア活動）を行っていることから、神戸市
シルバーカレッジを卒業したシニアは、社会貢
献活動に参加する意識が高いといえる。このこ
とは、2.1.1.で望月ほかが述べた「高齢者大学
は、学生のボランティア活動への参加意欲を高
め、かつ、多くのボランティア人材の輩出に一
定の成果を収めている」という考察とも合致す
る。第二は、回答のあった社会貢献活動（ボラ
ンティア活動）47件のうち36件、実に76.6%に
あたる活動が在学中および卒業後に始めている
ことがわかった。その内訳は、「パフォーマン
ス交流型」の活動が14件	（29.8%）、「サービス
提供型」の活動が18件	（38.3%）	である。この
ことから、「パフォーマンス交流型」と「サー
ビス提供型」の活動には、社会貢献活動（ボラ
ンティア活動）の創出要因があると考えられる
ので、そのことは次節で明らかにしたい。第三
は、神戸市シルバーカレッジ卒業生の「パフォー
マンス交流型」の活動は、在学中の「クラブ活
動」の延長線上にあることがわかった。「クラ
ブ活動」で培ったパフォーマンスのスキルで自
分も楽しみながら、他者のためにも活動すると
いう形は、2.1.1.で馬が述べた「利他利己混合型」
の社会貢献活動であるといえる。
　
4.2. 「社会貢献活動（ボランティア活動）」の
　　創出要因
4.2.1. 高齢者大学における課外活動
　ここで、シニアの学生が神戸市シルバーカ
レッジ在学中または卒業後、社会貢献活動（ボ
ランティア活動）を始めるにあたり影響を受け
たと思われる要因を探る。そこで、あらかじめ
想定される要因として、カレッジの授業と課外
活動、つまり、「専門授業（講義）」「グループ
学習」「スポーツ授業・共通授業」「地域交流活動」
「クラブ活動」「ボランティアグループ活動」に
加え、「学友の誘い」「NPOグループわの活動（25）」
「左記以外（記述）」を質問紙に列記し、在学中
または卒業後に始めた活動一件ごとに影響を受
けたと思う要因に○印を付す方法を採った。対
表５　社会貢献活動（ボランティア活動）の創出要因
要　　因
（単位：件）
類　型
専門授業
（講義）
グループ
学習
スポーツ
共通授業
地域交流
活動
クラブ
活動
ボランティア
グループ活動
学友の
誘い
グループわ
の活動
左記
以外
計
パフォーマンス交流型 2 2 0 0 10 2 1 1 1 19
サービス提供型 0 3 0 8 2 0 2 4 1 20
所属団体貢献型 0 0 0 4 1 1 0 0 0 6
　　　　　計 2 5 0 12 13 3 3 5 2 45
（注）合計件数が活動件数を上回っているのは、一件の活動に対して複数の創出要因を回答しているため。
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象となった活動は、表４に掲げた在学中に始め
た活動21件、卒業後に始めた活動15件、計36件
である。これを4.1.4.で述べた三つの類型に分
類し、さらに、○印が付された想定要因ごとに
整理したものが表５である。
　この表からは、神戸市シルバーカレッジ在学
中または卒業後、社会貢献活動（ボランティア
活動）を始めるにあたり影響を受けたと思われ
る要因は、「地域交流活動」が12件、「クラブ活
動」が13件であったのに対し、「専門授業（講義）」
が２件、「グループ学習」が５件であり、授業
や学習の影響を受けたという回答者は少なかっ
た。さらに詳しくみると、「パフォーマンス交
流型」の活動の創出要因としては、「クラブ活動」
が10件と群を抜いて多く、また、「サービス提
供型」の活動の創出要因としては、「地域交流
活動」が８件と最も多い。
　
4.2.2. 考察
　今回の研究で、神戸市シルバーカレッジにお
ける社会貢献活動（ボランティア活動）の具体
的な創出要因として、課外活動である「地域交
流活動」と「クラブ活動」の二つを明らかにす
ることができた。この結果は、2.1.2.で齊藤が
プロダクティヴ・エイジングを可能にする要因
として、「趣味スキルを生かした活動、趣味の
延長にある活動」と「ボランティ
ア・社会的活動体験及び学習を生
かした活動」を挙げており、この
考察とも一致する。また、2.1.1.で
堀が述べているように、講座修了
者同志のグループ活動は必ずしも
地域活動に転化せず、グループ内
の閉鎖的な活動に終始する可能性
がある。そこで、高齢者大学にお
けるグループ活動を、卒業後、地
域活動、社会貢献活動（ボランティ
ア活動）に発展させるための「仕
掛け」が必要となる。それが、神戸市シルバー
カレッジの場合、課外活動としての「地域交流
活動」と「クラブ活動」であるといえる。
4.3. 高齢者大学卒業者のプロダクティヴ・
　　 エイジングの可能性
4.3.1. 社会貢献活動（ボランティア活動）が
　　　卒業後の生き方に与える影響モデル
　2.4.で述べた研究仮説「高齢者大学を卒業し
たシニアの社会貢献活動（ボランティア活動）
は、シニアの日々の生活を活動的にする」を検
証するため、質問紙調査の中の「現在の生き方」
を問う８設問について、潜在因子の抽出と定義
を行い、次に、共分散構造分析によるパス解析
を行った。具体的には、まず、統計解析ソフト
SPSSを使って潜在因子の抽出を行った。因子
分析はプロマックス回転による主因子法を用
い、因子数はスクリープロットから三つと解釈
した。抽出した因子（因子負荷量0.3以上）は、
それぞれ、因子Ⅰは「他者への働きかけ」、因
子Ⅱは「自己への働きかけ」、因子Ⅲは「活動
的な生活」と名づけた（表６）。なお、因子Ⅰ
は、2.1.1.において馬が述べた他者のための「利
他型」の活動であり、因子Ⅱは、自分のための
「利己型」の活動であるといえる。
　次に、因子分析で抽出した三つの潜在因子、
表6　「現在の生き方」の因子分析の結果
項　目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
q17地域で支え合う生活をしている .907 -.109 -.064
q16他の人のために活動している .693 .227 .069
q12社会貢献活動を身近に感じている .554 -.023 .084
q15自分の楽しみを持っている -.188 .813 .061
q14人生の時間の量より質を大切にしている .094 .750 .007
q19入学時と卒業後では生き方が変わった .273 .364 -.123
q18定期的に友人と交流している -.089 .052 .885
q13日々積極的に行動している .285 -.073 .720
　　　　　　　　　　　　　因子間相関	Ⅰ ‐ .381 .642
　　　　　　　　　　　　　　　　　　	Ⅱ ‐ ‐ .537
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「他者への働きかけ」「自己への働きかけ」「活
動的な生活」と「現在の生き方」を問う八つ
の観測変数（q12からq19）との関係について、
統計解析ソフトAmosを用いて共分散構造分
析を行い、社会参加活動が卒業後のシニアの
生き方に与える影響についていくつかのモデ
ルを作成した。その結果、得られた最適モデ
ルが図１のパス図である。モデルの適合度は、
GFI（適合度指標）=0.903、CFI（比較適合度
指標）=0.987、RMSEA（平均二乗誤差平方根）
=0.045であり、適合度がよいと判断した。
　得られたモデルについて、潜在因子と観測変
数との関係をパス係数（標準化推定値）から判
断すると、まず、潜在因子「自己への働きかけ」
は、q14「人生の時間の量より質を大切にして
いる」（.90）	に強い影響を与えており、「他者へ
の働きかけ」は、q16「他の人のために活動し
ている」（.87）	 およびq17「地域で支え合う生
活をしている」（.73）	に強い影響を与えている。
また、「活動的な生活」は、q13「日々積極的
に行動している」（.94）	 およびq18「定期的に
友人と交流している」（.77）	に強い影響を与え
ている。そして、それぞれの潜在因子の関係を
みれば、「自己への働きかけ」と「他者への働
きかけ」は相関関係にあり、「他者への働きかけ」
から「活動的な生活」へと伸びるパス係数は0.77
であることから、「他者への働きかけ」は「活
動的な生活」に対し強いプラスの影響を与えて
いることがわかる。なお、「自己への働きかけ」
から「活動的な生活」へのパスは非有意なパス	
であったため、モデルから削除した。
4.3.2. 考察
　パス図（図１）からは、「自己への働きかけ」は、
人生の時間の量より質を大切にする生き方に強
い影響を与えており、それは、Butler	（1975）	
がいう人生で唯一未来のない時期において、
残っている時間の量よりも質を重視した生き方
であるといえる（26）。また、「他者への働きかけ」
は、他の人のためにする活動や地域で支え合う
生活に強い影響を与えていることから、神戸市
シルバーカレッジにおいて学生に引き継がれて
いる「再び学んで他のために（27）」の精神のもと、
同カレッジでの学びに通底する「福祉文化（28）」
の思想を地域で実践しているといえる。そし
て、堀	（1999）	が、高齢者大学では友人を多く
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RMSEA（平均二乗誤差平方根）=0.045であり，適合度がよいと判断した． 
得られたモデルについて，潜在因子と観測変数との関係をパス係数（標準化推定値）から判
断すると，まず，潜在因子「自己への働きかけ」は，q14「人生の時間の量より質を大切にし
ている」(.90) に強い影響を与えており，「他者への働きかけ」は，q16「他の人のために活動
表 6 「現在の生き方」の因子分析の結果 
項 目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 
    
q17地域で支え合う生活をしている .907 -.109 -.064 
q16他の人のために活動している .693 .227 .069 
q12社会貢献活動を身近に感じている .554 -.023 .084 
q15自分の楽しみを持っている -.188 .813 .061 
q14人生の時間の量より質を大切にしている .094 .750 .007 
q19入学時と卒業後では生き方が変わった .273 .364 -.123 
q18定期的に友人と交流している -.089 .052 .885 
q13日々積極的に行動している .285 -.073 .720 
    
因子間相関 Ⅰ ‐ .381 .642 
Ⅱ ‐ ‐ .537 
図１　社会参加がシニアの活動力に与える影響モデル
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つくった者ほど地域活動への参加も積極的であ
ると述べているように（29）、「活動的な生活」は
シニアの積極的な行動や友人との交友関係に強
い影響を与えており、地域における社会貢献活
動（ボランティ活動）が卒業後の日々の生活を
活動的にしていることがわかった。これらのこ
とから、「高齢者大学を卒業したシニアの社会
貢献活動（ボランティア活動）は、シニアの日々
の生活を活動的にする」という研究仮説を検証
することができ、高齢者大学を卒業したシニア
のプロダクティヴ・エイジングの可能性を明ら
かにすることができたと考える。
5．まとめ
　神戸市シルバーカレッジをケーススタディと
した研究で明らかになったことは、次の２点で
ある。第一は、学生および卒業生が社会貢献活
動（ボランティア活動）を始めるにあたり影響
を受けたのは、在学中の授業や「グループ学習」
ではなく、在学中にボランティア活動を実践す
る「地域交流活動」とパフォーマンスのスキル
を培う「クラブ活動」であった。第二は、「他
者への働きかけ」である社会貢献活動（ボラン
ティア活動）は、卒業後のシニアの活動的な生
活にプラスの影響を与えていた。つまり、高齢
者大学を卒業したシニアのプダクティヴ・エイ
ジングは、高齢者大学における課外活動にその
可能性を見出すことができる。
　この検証結果は、社会貢献活動（ボランティ
ア活動）の実践を取り入れた学習体系と、専用
の学習施設を有する恵まれた学習環境の中から
生まれたものであることは否定しない。全国の
高齢者大学の中には、専用の学習施設を持た
ず、また、受講者の学習ニーズを反映した講義
中心のカリキュラムを提供するところも少なく
ない。確かに、学習環境の整備は設置者の財源
措置と関係するので困難を伴うが、社会貢献活
動（ボランティア活動）の実践を取り入れた学
習体系の構築は、学生との協働で実現が可能で
ある。その具体例が3.2.で述べた「これでよい
のかディスカッション」の運動であり、神戸市
シルバーカレッジでは、これを機にボランティ
ア活動を実践する「地域交流活動」が学習体系
に組み込まれていったのである。
　最後に、2.1.2.において齊藤は、プロダクティ
ヴ・エイジングの可能性を高める総合的な学習
教材のプログラムを開発し、生涯学習体系の中
に位置づけることが今後の研究課題であると述
べているが、神戸市シルバーカレッジの「地域
交流活動」は、まさにそれを実践しているとい
える。今日の高齢者大学は、従来の趣味や健康、
教養など、自己の健康と生きがいのために学ぶ
場所だけではなく、社会貢献活動（ボランティ
ア活動）という「他者への働きかけ」を体験的
に学ぶ場でもある。それは、高齢者大学がシニ
アのプロダクティヴ・エイジングの可能性を高
めるという新しい役割を担うことであり、高齢
者大学に寄せられる期待も大きい。
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